
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022. 5 月号 

専門棟では、日常的に不眠やせん妄、昼夜逆転など認知症に伴う行動障 

害の症状がある利用者様がおり、日々のケアに役立つ何かのヒントになる 

データ収集ができないかと考えました。 

対象となる利用者様は、介護者が他覚的にみても良く睡眠が取れている 

と思われる利用者様ですが、「私なんて寝てないんだ、足が痛くて全然眠 

れないんだ」との訴えがある方。そこで、昨年施設に導入した「眠りスキ 

ャン」を活用した睡眠状況のデータ収集を開始。同時に往来使用している 

睡眠アセスメント表との比較調査の為、約二か月間記録をしました。 

結果として、眠りスキャン導入後のデータから夜間途中覚醒が多く、足 

の痛みで起き上がり足をさすっている事で眠りが浅く短時間な事がわか 

る。介護者の睡眠アセスメント表では比較的睡眠が確認出来ているが、短 

時間のパトロールの観察だけでは不眠に繋がる原因の詳細まで掴むこと 

は難しい。睡眠の満足感は人それぞれ違いがあり、認知症や様々な疾患、 

精神状況、我々介護者の関わり方や環境の変化でも日々に違いがある。私 

たち介護者は、利用者様が安心してぐっすりと眠れるように、できる事は 

何かを考える大きな課題となる結果だった。 

湘南は今年で開設 27周年を 

迎えました。そこで、4月 20日 

（水）に開設記念昼食会を開催 

し、お寿司や天ぷらなどが皆さ

んに振舞われました。 

昼食会の様子は裏面に掲載

しておりますので是非ご覧に

なって下さい。 

前号からの続き 

祝！ 
開設 27周年 

3
月
23
日
（
水
）、
夜
間
想
定
避
難
訓
練
を
行
い 

ま
し
た
。
夜
間
帯
は
夜
勤
者
5
名
と
宿
直
者
1
名 

の
少
人
数
で
初
期
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

為
、
職
員
一
人
一
人
の
役
割
と
職
員
同
士
の
連
携
が 

と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。 

訓
練
で
は
、
初
期
消
火
活
動
、
消
防
へ
の
通
報
、 

避
難
誘
導
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
職
員
が
再
確
認
を 

行
い
ま
し
た
。
避
難
訓
練
後
は
反
省
会
を
行
い
、
訓 

練
を
振
り
返
り
改
善
点
な
ど
が
な
い
か
を
話
し
合 

い
ま
し
た
。 

今
後
も
継
続
し
て 

改
善
点
を
検
討
し
、 

定
期
的
に
訓
練
や 

勉
強
会
を
実
施
し
て 

ま
い
り
ま
す
。 

誘
導
訓
練 

▼ 

通
報
・
消
火
訓
練 

▼ 

当施設では、事故につながる恐れがあると思われる転倒・転落 

について、「ヒヤリ・ハット報告書」を作成し、事故対策委員会を 

中心に原因究明や問題点について検証し、再発予防策を立てて事 

故防止に取り組んでいます。令和 3年度につきましては例年同様 

転倒の報告が多く、ヒヤリハット報告全体の約 64％を占め、発生 

場所としては居室が 52％、次いでホール 31%となっています。介 

護度別では要介護度 1の方が 31%、続いて要介護 3の方が 26%、要 

介護 2の方が 24%となっています。                                                                                  

平成 30年度から、転倒・転落に至らなくとも、職員が「ヒヤッ」 

とした場面を集計表に記入し、カンファレンスにて対応方法を検 

討することで、利用者様の行動の変化に気づいて対応し、事故防 

止を図っていく「軽度ヒヤリハット」を実施してきました。令和 

元年度の事故発生 4件から令和 2年度は 7件、令和 3年度 7件で 

推移していますが、直近 5年間で最も事故件数の多かった、平成 

29年度の 13件から見ると約半数の件数で発生を防止することが 

できています。今後も利用者様が安全に、安心して施設で暮らす 

ことができるように、利用者様のちょっとした変化に気づいて対 

応し、事故防止に努めて参りますので、よろしくお願い致します。 

              （ケアマネジャー  遠藤 智孝） 

 

3
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
法
人
の
役
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
当
事
業
所
の
今
年
度
の 

事
業
計
画
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
、
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
入
居
者
の
皆
様
と
、
ご
家
族
様
の
ご
理
解
と
ご
協 

力
を
賜
り
な
が
ら
、
適
切
に
事
業
運
営
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

事
業
運
営
方
針 

・
ご
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
意
向
を
尊
重
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
思
い
や
り
の
あ
る
ケ
ア

を
提
供
し
ま
す
。 

・
基
礎
的
な
機
能
訓
練
の
他
、
移
動
や
排
泄
、
食
事
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
復
帰
が
目
的
の
方
へ
は
、

自
宅
で
の
生
活
を
想
定
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
め
た
各
種
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
研
修
や
訓
練
に
取
り

組
み
、
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
り
感
染
症
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

・
災
害
や
火
災
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
避
難
計
画
の
整
備
及
び
訓
練
の
実
施
、
自
治

会
等
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
も
整
備
し
安
心
・
安
全
な
施
設
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
未
だ
落
ち
着
か
な
い
状
況
で
す
の
で
、
感
染 

予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
研
修
や
訓
練
を
継
続
す
る
他
、
感
染
対
策
も
徹
底
し
て
参
り 

ま
す
。
ま
た
、
施
設
設
備
の
点
検
や
修
繕
は
継
続
す
る
と
同
時
に
、
災
害
に
対
す
る
備 

え
も
整
備
を
進
め
、
新
年
度
も
入
居
者
様
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
事
業
運
営
に
努
め 

て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
施
設
長
代
理 

本
間 

哲
也
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○ 通所リハビリテーション事業 

○ 訪問リハビリテーション事業 

○ プライムヘルシータウン湘南居宅介護支援事業所 

○ ヘルパーステーション湘南 

○ レンタルサービス湘南 
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 4 月 20 日、開設記念昼食会が行われました。 

 施設は今年開設 27 年目を迎え、豪華な食事

でお祝いをしました（お酒もちょこっと・・）。 

 テーブルにお膳が配られると「わあ～」と歓

声があがり、皆さん「食べ過ぎるくらい食べち

ゃった」そうですよ☺ 

おしながき 

・生寿司 

・天ぷら 

・清まし汁 

・フルーツ 

天窓からの日差しが強かったので 

帽子を被っています☀ 

 4 月 20 日(水)開設記念日にお寿司や天ぷら、デザートには果物

などの様々なメニューが提供されました。 

皆さま笑顔で「おいしい、おいしい」と召し上がっており、特に

お寿司がとても好評でした。 

お食事には折り鶴が添えられており、気に入ってお部屋まで持ち

帰る利用者様もいらっしゃいました！ 

 

 


